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平成平成平成平成２１２１２１２１年度補正予算年度補正予算年度補正予算年度補正予算
４月２７日閣議決定・国会提出

海底熱水鉱床等海底熱水鉱床等海底熱水鉱床等海底熱水鉱床等ののののパイロットパイロットパイロットパイロット事業事業事業事業をををを通通通通しししし、、、、世界世界世界世界

にににに先駆先駆先駆先駆けてけてけてけて海洋海洋海洋海洋メジャーメジャーメジャーメジャーへへへへ

関係省庁(資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁、経済産業省、文部科学

省、国土交通省）と学識経験者、関連民間企業とが
一体となって､海底熱水鉱床の早期商業開発～ﾒﾀﾝ
ﾊｲﾄﾞﾚｰﾄと合わせ海洋開発技術で世界の先端を。

国家戦略課題委員会／海洋資源事業化研究会

世界世界世界世界ののののハブハブハブハブ空港実現空港実現空港実現空港実現にににに向向向向けたけたけたけた課題課題課題課題（（（（経済性経済性経済性経済性････

技術技術技術技術････採算等採算等採算等採算等））））ののののブレークスルーブレークスルーブレークスルーブレークスルー

関係自治体（神奈川県、千葉県、等）との密なる情
報交換を基に、関係省庁（国土交通省・航空局、鉄
道局、経済産業省)、と関係企業との連携活動を通

して、ハブ空港実現に向けてのシナリオを検討。

国土委員会／(仮）「空港研究会」発足予定

林業復活林業復活林業復活林業復活にににに向向向向けたけたけたけたモデルモデルモデルモデル事業事業事業事業のののの推進推進推進推進

関係官庁(林野庁･国土交通省･経済産業省）、全国

地域経済連合会、民間企業との連携により、林業
復活の地域モデル選定に協力。

国家戦略課題委員会／（０９、３月．森林再生事業
化研究会発足）

ＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣ 今後今後今後今後のののの対応対応対応対応
経済危機対策経済危機対策経済危機対策経済危機対策
４月１０日「政府・与党会
議、経済対策閣僚会議
合同会議」発表の表記

「「「「資源大国実現資源大国実現資源大国実現資源大国実現」」」」関連関連関連関連

新海洋資源探査船の建造等

首都圏国際首都圏国際首都圏国際首都圏国際ハブハブハブハブ空港実現空港実現空港実現空港実現のののの

ためのためのためのための総合的総合的総合的総合的なななな調査調査調査調査

東アジアにおける国際ハブ空港間
の競争に勝ち抜くために必要な諸
施策について、総合的に検討。

「「「「緑緑緑緑のののの産業再生産業再生産業再生産業再生プロジェプロジェプロジェプロジェクトクトクトクト」」」」

都道府県に基金を造成し、協議会
(林業事業体・林業経営体、木材
加工業者、木質バイオマス需要者
等)に対して、定額助成方式による
路網整備路網整備路網整備路網整備含め総合的な取組みを
支援

事事事事 業業業業 概概概概 要要要要 予予予予 算算算算 額額額額

資源大国実現資源大国実現資源大国実現資源大国実現

「海洋資源の開
発（海底熱鉱床
等）」

首都圏国際首都圏国際首都圏国際首都圏国際ハブハブハブハブ
空港空港空港空港のののの実現実現実現実現の為
の総合的調査

資源大国実現資源大国実現資源大国実現資源大国実現

「森林資源の整
備と地域材･木質
バイオマスの総
合的な利用活用
推進」
「2020202020202020年年年年にににに国産材国産材国産材国産材
供給量供給量供給量供給量をををを倍増倍増倍増倍増」

○賦存調査、環境影響調査・評価等

～探査強化・拡大。

○探査船建造（２５０億円×２隻）、傭

船 、オペレーション等（１５０億円）。

○ 熱水鉱床試掘パイロット事業（３１０

億円）～本格化準備。

○事業費計 ： ９６０億円

（初年度以降～）

○ 一体運営基本設計
（全体概念、制度論等）

○ 事前調査（地盤・ルート等）

○ 環境影響調査

○ 概念（基本）設計～実施設計

○ 事業費 ：調査・設計予算他

○ 全国１０地区「森林資源利用モデ

ル地区」選定～高密路網整備、バイオ

マス利用促進等

○ 全国展開に向けた先導的取組み。

○ 林業の「業」としての自立検証、実

証。

○ 事業費 ： ８００億円

（８０億円×１０箇所）

～雇用／常時６０００人

一時８０００人

経済財政諮問会議民間委員経済財政諮問会議民間委員経済財政諮問会議民間委員経済財政諮問会議民間委員

及及及及びびびび自民党自民党自民党自民党へのへのへのへのＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣＪＡＰＩＣ提言提言提言提言

（（（（向向向向こうこうこうこう３３３３年間年間年間年間のののの事業事業事業事業&事業費事業費事業費事業費））））

国費･一般会計

295億円

○世界に先駆けて、海底資源（金属・

メタンハイドレート）商業採掘。

○ 資源大国資源大国資源大国資源大国への道、レアアースも自

給。

○海洋（ビジネス）メジャーを目指す。

○ トリガーとなる「パイロット事業」の

早期着手。

③

ＥＥＺＥＥＺＥＥＺＥＥＺ海洋海洋海洋海洋

資源開発資源開発資源開発資源開発

国費･一般会計

1億円

○ 世界級世界級世界級世界級・・・・国内外国内外国内外国内外のののの本格本格本格本格ハブハブハブハブ機能機能機能機能。。。。

○ 離着陸能力：現５０万回から１００

万回に。

○成田＋羽田、一体運営（一つの空港

として）。

○ ハード整備

・成田~羽田大深度リニア

・羽田再々拡張他

②

首都圏空港首都圏空港首都圏空港首都圏空港

機能機能機能機能・・・・強化強化強化強化

国費･一般会計

1,238億円

○ 自然資源を経済資源に。

○ 林業復活～自立への道筋､地域活

性化。

○ １０００万ｈａ人工林の７０％の作業作業作業作業

道整備道整備道整備道整備。。。。

○ 需要と供給の全体システム。外材

に負けないコスト。

（定コスト・安定供給、木材１００％活用）

①

森林再生森林再生森林再生森林再生とととと

事業化事業化事業化事業化

日本創生委員会提言日本創生委員会提言日本創生委員会提言日本創生委員会提言

必要性必要性必要性必要性・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要
（（（（国国国国のののの戦略戦略戦略戦略））））

平成２１年４月２７日
（社）日本プロジェクト産業協議会

木材安全保障木材安全保障木材安全保障木材安全保障・地域振興

成長戦略ボトルネック解消～国際競争力

資源・エネルギー戦略

基本的考え方

１ 中長期的、戦略的投資。
国益に資する、将来の大きな果実。

２ （資源、食料など）高度成長期以降「買えばいい」からの基本政策転換。

自前、自給、安全保障～内需拡大～経済活動に伴う雇用。

３ 自然資源を経済資源に。
～我が国の恵まれた国土形状、地勢位置。
～水・森林・地味、広い海洋（太平洋側２００海里の火山）。

ＪＡＰＩＣ提案による政府『経済危機対策』への織り込み成果

ー平成２１年１～３月、経済財政諮問会議、自民党本部・政務調査会及び国会議員に対し提案、説明ー


